演習は履修者が少ないゼミ形式のクラスなので、学生は積極的に学術情報の批判と創造を楽しむことができます。最終目的は8000-12000語の英語学術論文を完成させることなので、以下の作業を順序良く行なっていきます。

まずテーマを設定し、その中でトピックを選定し、その上で基本的な二次文献（英語の学術書籍・論文）をリストアップします。この段階でゼミ生が相互にコメントし合い、何をどのように修正すればよいかを確認します。

つぎに主要二次文献に目を通して、各々の問いの立て方、論の進め方、議論の結び方を整理し、既存の研究と自分のそれとの類似・相違点を列挙します。この作業を通して、一方で「（良い意味で）真似」かつ批判する事を覚え、他方で独自性を意識することができます。

それから一次史料（当事者による記録）を選定して、実際に論文を書く作業に入ります。履修者は、大学１・２年次の必修科目英作文で段落の組み立て方や学術論文のスタイルを学んでいるため、それらの約束事に沿って論文執筆を進めます。

序・1章の下書きを書き終える当たりで、学生主体で愛知県立大学・静岡県立大学のゼミと合同研究発表会を催し、「他流試合」で自分たちの完成度を確かめます。

春学期が終わるとオープンキャンパスがあるので、そこでは受験生と保護者に向けて研究発表を噛み砕いて行ないます。序・1-2章を書いた上で臨む夏休みの合宿を経て、秋学期は論文執筆とゼミでの相互批判を続け、11月には学生主体で南山大学のゼミと合同研究発表会を催します。こうして12月中旬を目処に論文が完成し、年明けには口頭試問を兼ねた最終研究発表を行ないます。

こうしてゼミでは、読み書きのみならず、年間を通じて4回ほど公的な場で英語を使って発表・討論し、「知の受容者」としてだけでなく「創造者」として十分な力がつく様に工夫されています。

